
上記の表は、平成３１年２月から令和元年６月までに埼玉西部消防局管内で発生した、山岳遭難事

故発生状況です。

発生日 場所 事故内容 原因 年齢 負傷程度

3月20日 大沢山 登山道で負傷している女性を発見した男性が心配し通報　負傷者立ち去り 転倒 19歳 なし

4月5日 多峯主山 山頂付近で気分不快 急病 64歳 軽症

4月6日 多峯主山 山頂の階段で転倒し足首を骨折 転倒 73歳 中等症

4月7日 小ヨケノ滝 単独登山者が小ヨケノ滝付近で道迷い 道迷い 51歳 なし

4月8日 日和田山 男岩において単独でロッククライミング中に墜落 墜落 57歳 死亡

4月17日 日和田山 金毘羅神社付近で転倒し頭部負傷　防災ヘリにて救出 転倒 70代 重症

5月15日 天覧山 単独ロッククライミング中に転落し頭部負傷 転倒 59歳 中等症

5月17日 棒ノ嶺 藤掛ノ滝付近で約１０ｍの滑落　ドクターヘリにて搬送 滑落 74歳 中等症

5月26日 棒ノ嶺 滝ノ平尾根下山中に転倒し顔面負傷 転倒 84歳 軽症

平成３１年３月下旬以降、飯能日高消防署管内において、山岳事故が多発しています。特に４

月中においては、４日連続で山岳救助事案が発生し、日和田山南麓の男岩で単独でロッククライ

ミングを行っていた男性が死亡する事案が発生しました。また、同じく日和田山金毘羅神社付近

の岩場において、転倒した際に頭部を負傷した女性を埼玉県防災ヘリコプターにより救出する事

案など重大な山岳事故が発生しています。例年、新緑期から初夏にかけて、多くの登山者が管内

の山間部に訪れていますが、低山だからと過信せず、正しい登山装備と登山計画をたてて、楽し

い登山を行いましょう。

平成３１年４月２７日に飯能市大字下名栗

のさわらびの湯バス停前において、山岳事故

防止啓発活動を実施しました。当日は、埼玉

県警察飯能警察署及び名栗分署の職員により

登山者に対して事故防止の呼びかけと登山計

画書の提出を求めました。



いざという時に、役に立つのが「登山届け」です。消防・警察の山岳救助隊は、

提出された登山届けの情報をもとに、捜索活動を行います。登山届けは、登山口に

設置してあるポストや、埼玉県警察のホームページからも提出できます。また、家

族や身近な人に渡しておくだけでも大きな情報源となります。
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棒ノ嶺 日和田山 多峯主山
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林野火災は、空気が乾燥する冬季に発生しやすいと思い

がちですが、全国の林野火災発生日を見てみると、実は春

から夏にかけて多く発生しています。管内においても近年、

大規模な林野火災が発生し多くの消防部隊を投入して消火

活動を行っています。

飯能日高消防署では、林野火災時の初動活動の強化を目

的に、山岳救助隊を出動させ機動力を生かした情報収集、

急傾斜地での消火活動を行っています。

平成２９年 飯能市大字南川地内で発生した林野火災
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登 山 計 画 書

グループ名

フリガナ

代表者氏名

住所

自宅電話番号

携帯電話番号

登行山名（域）

登山目的

登山開始時間

下山予定時間

日 付 登山ルート

月 日 → → →

月 日 → → →

月 日 → → →

月 日 → → →

月 日 → → →

月 日 → → →

同行者氏名 年齢 住所 緊急時連絡先（携帯電話）

携 行 品

□地図 □コンパス □テント □ツエルト □雨具 □ヘッドライト □非常食

□救急用品 □ラジオ □コンロ □その他（ ）

交通機関
行き

帰り

自家用車 車種 ナンバー 駐車場所

備 考


